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【特集1】「世界津波の日」高校生サミットｉｎ黒潮

　２５日午後、大勢のもりあげ隊に迎えられて来町した
高校生たち。体育館アリーナで開会式が行われました。
最初に大型スクリーンで黒潮町の紹介映像・サミット
のために作られた映像が流された後、各国の紹介があり、
大方高校の高校生議長の今井さん・今村さんの２人が
力強く開会宣言を述べました。大西町長による挨拶の
後は東日本大震災の復興教育プロジェクトとしてＯＥＣ
Ｄ（経済協力開発機構）が協力し、被災３県の中高生１０
０人で結成した「ＯＥＣＤ東北スクール」の元メンバーの
同志社大２年、釣巻洋子さんが講演。東日本大震災の被
災地の報告や復興に向け、２０１４年にはパリで被災地の
文化や観光資源をアピールしたことなどの報告があり
ました。分科会の説明の後は、グループごとに分かれ
各国のゲームや記念撮影を楽しむ姿も見られました。

【開会式】
　分科会のテーマは自然災害に対する理解・備え・復
興の３つでした。自然災害リスクの理解では世界津波
の日の普及、災害教訓の伝承、防災教育など。自然災
害への備えでは減災のために学校や地域、家庭ででき
る取組の提案。自然災害からの復興では持続可能なボ
ランティア活動の取組など学生が果たす役割について、
グループに分かれ各国の高校生たちが意見を出し合い
議論しました。インドネシアやチリの被災地の学生か
ら現地の被害報告・復興の様子が報告されたり、国ご
とでの防災の取組などを発表し合い、防災・減災につ
いてお互いの認識を深めたうえで、アクションプラン（今
後の行動計画）について議論しました。国内の高校生
たちも事前に英語での討論の練習してきたようで、海
外の高校生とジェスチャーなどを使い一生懸命、説明
しました。

【分科会】

【フィールドワーク】
　２６日午後、あかつき館玄関前で記念植樹、記念撮影
が行われました。各国代表者と国内の学生がペアにな
り、幡東森林組合の方が用意した３１本の黒松の苗が外
国大使や国会議員、関係者などの見守るなか植樹され
ました。
　記念植樹の後は全体記念撮影をあかつき館前の階段
で行いました。高校生、引率者、関係者を合わせると
６００人を越える人数が階段に並びクレーン車を使った
大規模な記念撮影となりました。

【記念植樹】

　１１月２５日・２６日、土佐西南大規模公園体育館を主会場に「世界津波の日」
高校生サミットｉｎ黒潮が開催され、町内の方とたくさんの関係者やボラン
ティアの方々の協力のもと黒潮町の歴史に残るサミットとなりました。
　世界３０カ国から集まった、約３６０人の高校生たちは事前学習などを重ね
母国を出発し、スタディーツアーで東日本大震災被災地・和歌山県立耐久
高校の視察、宮城県の高校生と交流をした後、高知空港に到着しました。２５日の昼に黒潮町に到着をし
た高校生たちをもりあげ隊の方々が盛大に歓迎し、体育館アリーナで開会式。その後はグループに分か
れて分科会の説明や自己紹介を行い、１日目の日程は終了しました。
　サミット２日目の２６日、午前中からＡ・Ｂグループに分かれ分科会・フィールドワークを行いました。午
後からは記念植樹・総会を行い、それぞれの分科会の報告を発表。最後に本サミットで話し合われた全
世界共通の防災・減災に対する考えを集約した「黒潮宣言」を採択し、サミットに幕を閉じました。

※「黒潮宣言」はＰ６・７に掲載。

　フィールドワークでは、あかつき館にある避難タワー、
安政津波の碑の見学と、コウジン山への避難訓練を行
いました。朝は肌寒く、ホッカイロを手に、初めて避
難タワーを見る学生もいて、その頑丈さに驚いている
ようでした。体育館からコウジン山への避難訓練では
田ノ口小学校の児童がシェイクアウトの手本を見せ、
コウジン山へ誘導。「海は時に荒れ狂い牙をむくが、私
たちに大きな恵みも与えてくれる。自然を愛する気持
ちを込めて海に向かっ
て叫んでいる」と上川口
小学校校長先生の説明
の後、生徒たちは「Ｉ ｌｏｖ
ｅ ｓｅａ！」「おーい！」と
海に向かって叫ぶ訓練
を行いました。
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　　　　　　　　　　　　サミット当日は町内の方を含め、たくさんの方が協力してくださったこともあり無事終え
ることができました。もりあげ隊として高校生を出迎え、見送りにたくさんの方が参加し、コウジン山への避難訓練
を田ノ口小学校の児童、記録撮影を大方高校の生徒と町内の方、お弁当の準備をであいの里蜷川、集落活動センター
佐賀北部、中山スーパーの皆さん。フィールドワーク中の交通整理を消防署と近隣住民の方、このほかにもたくさん
の方の協力がありました。紙面をお借りして、お礼申し上げます。

【町民の方の参加】

　サミットの全プログラムが終わってから、新ロイヤ
ルホテル四万十でフェアウェルパーティーが行われま
した。２日間のサミット大会スケジュールで高校生も
少し疲れている様子もありましたが、大会が終わった
ことでほっとしたのか、安堵の表情も見られました。
県内高校生による音頭でジュースの乾杯をした後はご
馳走を囲み、生徒同士の交流を深めました。パーティ
ーの最後では幡多舞人によるよさこい踊りも披露され、
町から１人１人に鳴子がプレゼントされ、振り付けを教
えてもらいながら一緒に踊りました。

【フェアウェルパーティー】
　２６日午後３時から、体育館アリーナで総会が開かれ
ました。議長による総会開会宣言の前、安倍総理から
のビデオレターが放映され、集まった高校生たちを「若
き防災大使」として、母国に帰ってからサミットで学
んだことを広め、今後の活動に期待していると言葉を
いただきました。そのほか、東日本大震災の被災地で
ある石巻高校生２人と石巻西高校生１人からの報告が
あり、３人は今住む場所にどんな災害が起きたか、予
期されているかを知る必要があると述べ、そのうえで
どんな地域も「まだ被災していないだけで、災害から
逃れられる安全な場所は世界中どこにもない」と語り、
最後に、「あなたの母国で災害が起きたら、できる限り
のことをして助けると約束します。私たちは仲間だから」
と呼び掛けました。分科会の報告の後、２日間の内容を
総括し、防災・減災の重要性を訴える「黒潮宣言」が議
長により採択されました。

【総会】

　今回の高校生サミットの議長の話をいただいた時は、正直なところ、英語がそれほど上手に
話せるわけでもないし、人前で話すことが得意なわけでもないので、私でいいのかなと不安でしたが、挑戦してみようと思い引き受け
ました。東京での調整会議に出席し、総理大臣や外務大臣、二階幹事長との面会を通じてこのサミットに多くの方々の思いが詰ま
っているのだなと感じました。高知市での宣言文検討会や県内の参加する高校生の事前学習会にも議長として参加し、自分で本
当にいいのかなという不安がますます大きくなりましたが、多くの人の思いを忘れずにしっかりやりきろうという決意を固めました。当日
はみんなで防災に対する意識を高めてもらいたい、また自然がもたらす悪い面だけではなく、良い面も知
ってもらいたいという気持ちで総会に臨みました。緊張もしましたが、楽しくできました。また世界にはたく
さんの人がいていろいろな文化があることを学びました。
　サミットを通じて多くの国の人に出会い、いろいろな考え方を学べ、視野が大きく広がったと思います。
将来はこの経験を活かしていきたいと思いました。

　最初、議長の要請を聞いた時はサミットを通じて世界のいろいろ
な人と交流ができ、英語を話す絶好の機会になると思い、引き受ける決心をしました。東京での調整会
議に出席したり、総理大臣や多くの方 に々面会をしたりするにつれ、徐 に々今回のサミットが大きなものだということを実感していきま
した。また、サミット前に県内の高校生のプレゼン発表の研修会に参加し、津波や地震への防災対策の内容に、私ももっと勉強をし
なくてはと改めて考えさせられました。当日は多くの高校生の意見を聞き、津波の危険性や防災についてしっかりと学ぶと言う気持ち
で臨みました。議長席に座った時には、みんなの顔が見えて緊張が最高潮に達しましたが、無事にやり遂げることができました。
　今回のサミットを通じて家族で津波や防災について話し合う機会が増えました。また、サミットで各国の高校生が英語で意見を交
換しているのを見てとても驚きました。自分ももっと英語を話せるようになり、英語に関係する仕事に就きたいと強く思いました。黒潮町
に津波が来る際には私達が率先して、地域の方 と々協力しながら少しでも被害を少なくできるようにしたいと思います。

【高校生議長 大方高校 今村　琳花】

【高校生議長 大方高校 今井　　恋】
左、今村さん。右、今井さん。
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黒 潮 宣 言
　国連総会において「世界津波の日」が制定されたことを記念し、私たちは、世界３０ヶ国
から、２０１６年１１月２５・２６両日、南海トラフ地震による甚大な津波被害が想定される高知
県黒潮町に集まりました。
　世界各地で自然災害が大きな被害を及ぼし、多くの人々が復興に立ち向かっています。
　私たちの住む国や地域は多様であり、発生する自然災害や、防災に対する取組も様々
ですが、すべての人々の命を守りたいという願いは同じです。
　今日、世界の友と、災害から人々の命を守るために、そして被災地の復興のために、
私たちは何をするべきか、また、どのような取組ができるのかを学び合いました。
　このサミットを通じて、世界での津波リスクと津波による甚大な影響を認識し、先人
たちの防災・減災の志を後世に伝える責務を引き継ぎ、津波災害をはじめとする災害か
ら一人でも多くの尊い命を守るため、できうる限りの努力をする決意をここに宣言しま
す。

１　私たちは学びます。
　　　○自然災害への理解を深めるため、それらの仕組みや被害、過去の歴史を正しく

学びます。
　　　○人々の命を守るため、防災に役立つ知識や技術・取組を学び、研究します。
　　　○被災した方々から、私たちはどのように災害に立ち向かい、どのように生きる

べきなのかを学びます。
　　　○テクノロジーを駆使して学びます。

２　私たちは行動します。
　　　○自然災害の記憶の風化を防ぎ、防災意識向上のための啓発活動を絶やさず行い

ます。
　　　○助けられる人から助ける人となる自覚を持ち、人々の心に寄り添うボランティ

ア活動を積極的に行います。
　　　○防災への取組を地域社会と行政に提案するなど、地域社会の一員として地域づ

くりに参画します。

３　私たちは創ります。
　　　○学び得た知識や技術、若者らしい斬新な発想をもって、あらゆる人の防災に役

立つ物や仕組みを創造します。
　　　○世界の友と生きるため、地域や国を越え、共に学び、協力しあう高校生間のネ

ットワークを創出します。
　　　○次代を担う防災リーダーとして知恵と行動力を発揮し、私たちと未来の子ども

達のために、地域の活性化はもとより、災害に強い街や国づくりに貢献します。

　そして、自然の恵みを享受し、時に災害をもたらす自然の二面性を理解しながら、そ
の脅威に臆することなく、自然を愛し、自然と共に生きていきます。

２０１６年１１月２６日　「世界津波の日」高校生サミット in 黒潮
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Ｔｈｅ Ｋｕｒｏｓｈｉｏ Ｄｅｃｌａｒａｔｉｏｎ 
Ｔｏ ｃｏｍｍｅｍｏｒａｔｅ ｔｈｅ ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ ｏｆ “Ｗｏｒｌｄ Ｔｓｕｎａｍｉ Ａｗａｒｅｎｅｓｓ Ｄａｙ” ａｔ ｔｈｅ Ｕｎｉｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎｓ
Ｇｅｎｅｒａｌ Ａｓｓｅｍｂｌｙ, ｆｏｒ ｔｈｅ ｐａｓｔ ｔｗｏ ｄａｙｓ, ｏｎ ２５ｔｈ ａｎｄ ２６ｔｈ ｏｆ Ｎｏｖｅｍｂｅｒ ２０１６, ｗｅ ｈａｖｅ ｇａｔｈｅｒｅｄ
ａｔ Ｋｕｒｏｓｈｉｏ Ｔｏｗｎ, Ｋｏｃｈｉ, ｗｈｉｃｈ ｉｓ ｐｒｅｄｉｃｔｅｄ ｔｏ ｓｕｆｆｅｒ ｆｒｏｍ ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ ｄａｍａｇｅ ｂｙ ａ ｄｅｖａｓｔａｔｉｎｇ
ｔｓｕｎａｍｉ ｔｈｅ Ｎａｎｋａｉ Ｔｒｏｕｇｈ ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ ｍａｙ ｃａｕｓｅ.
Ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ ｂｒｉｎｇ ｓｅｖｅｒｅ ｄａｍａｇｅ ａｃｒｏｓｓ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ, ａｎｄ ｍａｎｙ ｐｅｏｐｌｅ ｆａｃｅ ｈａｖｉｎｇ ｔｏ ｒｅｃｏｖｅｒｙ
ｔｈｅｉｒ ｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ ａｓ ａ ｒｅｓｕｌｔ. Ａｌｔｈｏｕｇｈ ｔｈｅ ｄｉｖｅｒｓｉｔｉｅｓ ｉｎ ｃｏｕｎｔｒｉｅｓ ａｎｄ ｒｅｇｉｏｎｓ ｗｅ ｌｉｖｅ ｉｎ ｍａｙ
ｃｒｅａｔｅ ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｓ ｉｎ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ ｃａｕｓｅｄ ｂｙ ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ ｗｅ ｆａｃｅ ａｎｄ ｏｕｒ ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ ｔｏ ｄｉｓａｓｔｅｒ
ｒｉｓｋ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ, ｗｅ ａｌｌ ｓｈａｒｅ ｔｈｅ ｃｏｍｍｏｎ ｇｏａｌ ｏｆ ｓａｖｉｎｇ ａｌｌ ｈｕｍａｎ ｌｉｖｅｓ ｆｒｏｍ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ.
Ｔｏｄａｙ, ａｓ ｈｉｇｈ ｓｃｈｏｏｌ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ｆｒｏｍ ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ, ｗｅ ｈａｖｅ ｌｅａｒｎｅｄ ａｂｏｕｔ ｗｈａｔ ｗｅ ｓｈｏｕｌｄ ａｎｄ
ｃａｎ ｄｏ ｔｏ ａｃｈｉｅｖｅ ｏｕｒ ｇｏａｌ ａｎｄ ｔｏ ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅ ｔｏ ｒｅｃｏｖｅｒｙ ｏｆ ｄｉｓａｓｔｅｒ ａｆｆｅｃｔｅｄ ａｒｅａｓ.
Ｗｅ ｈｅｒｅｂｙ ｄｅｃｌａｒｅ ｔｈａｔ ｗｅ ｗｉｌｌ ｃｏｎｔｉｎｕｅ ｔｏ ｍａｋｅ ｏｕｒ ｂｅｓｔ ｅｆｆｏｒｔ ｔｏ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ ｔｈｅ ｒｉｓｋｓ ａｎｄ
ｅｆｆｅｃｔｓ ｏｆ ｔｓｕｎａｍｉｓ, ｔｏ ｐａｓｓ ｏｎｔｏ ｏｕｒ ｐｒｅｄｅｃｅｓｓｏｒｓ’ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓ ａｎｄ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｏｆ ｄｉｓａｓｔｅｒ 
ｍｉｔｉｇａｔｉｏｎ ａｎｄ ｒｉｓｋ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ ｆｕｔｕｒｅ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｓ, ａｎｄ ｍｏｓｔ ｉｍｐｏｒｔａｎｔｌｙ, ｔｏ ｓａｖｅ ｐｅｏｐｌｅ’ｓ ｌｉｖｅｓ 
ｆｒｏｍ ｔｓｕｎａｍｉｓ ａｎｄ ｏｔｈｅｒ ｈａｚａｒｄｓ.

１　Ｗｅ ｗｉｌｌ ｌｅａｒｎ.
　　　○Ｗｅ ｗｉｌｌ ｏｂｔａｉｎ ｃｏｒｒｅｃｔ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｏｎ ｔｈｅ ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ ｏｆ ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ, ａｎｄ ｔｈｅ ｈｉｓｔｏｒｙ
　　　　ｏｆ ｄａｍａｇｅ ａｎｄ ｄｉｓａｓｔｅｒｓ ｓｏ ｔｈａｔ ｗｅ ｃａｎ ｅｎｈａｎｃｅ ｏｕｒ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ ｏｆ　ｎａｔｕｒａｌ ｈａｚａｒｄｓ
　　　　ａｎｄ ｔｈｅｉｒ ｒｉｓｋｓ.
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